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ミッシ ャ・ブラック著 アヴ1丿ル ・ブ レイク編 中山修一訳

『デザイン論一 ミッシヤ ・ブラ ックの世界』

法政大学 出版局1992,255P

機能 主義 か らポス ト ・モ ダ ンへ。 さ らに

混沌 として明確 な 出口 を見 出せ ないで い る

現 在 デザ イ ンの潮流 の 中に あって,イ ンダ

ス トリア ル ・デザ イナ ー達 は どの様 な悩 み

を持 ち,ど の様 な未 来 を描 いてい るの であ

ろうか。 芸術 と工学 との双方 に立脚 点 を持

つ イ ンダス トリアル ・デ ザ イ ン(ID)は,

初期 の 目的 の よ うに確 か に一つ の ビジ ネス

と して不 動 の地位 を確 立 したが,「IDの 青

年期 は もはや終 わ った」現在,一 つ の転機

を迎 えて い るの は事 実 で あろ う。

著 者 の ミ ッシ ャ ・ブ ラ ックの 名 は,ID

デザ イナ ーな らば耳 に した ことがあ ろ う。

戦 後 のイ ギ リス を代 表 す るモ ダニス ト ・デ

ザ イナー の一人 であ り,国 際 イ ンダス トリ

アル ・デザ イ ン団体協 議 会 の会 長,王 立美

術 大学 の教 授 とい った要 職 を務 め,1977年

に亡 くな った。 本書 は彼 の講演 ・執筆 の中

か ら15編 を選 ん だデザ イ ン論集 で あ る。

学者 や評 論家 で はな い彼 の論 は,必 ず し

も明快 な結 論 を示 して い ない。企業 に対 し

て デザ イ ンの必 要性 を呼 びか ける論 の 中で

は,デ ザ イ ンに よ って販 売 が促 進 され た例

をあげ,さ らにデザ イナ ー と しての必 要条

件 に大衆 の趣 味 の動 向へ の理解 をあ げなが

ら,一 方 で大 衆 の趣味 に迎 合す る姿勢 を批

判 す る。 またIDが 「芸術 」 と何 らか の 関

係 を持 っ てい る とは思 えない としなが ら も

IDデ ザ イナ ー の教 育 にお け る美 術 的 側面

の重要性 を主張 し,も の が描 けない デザ イ

ナ ーを否 定 す る。工 学 との関係 につ い て も

同様である。

こうした一見矛盾する論の展開は,明 快

な結論を望む読者にとっては不満が残るだ

ろうが,む しろデザインの実務に当たる者

の共通な悩みを率直に表したものと受け取

ることが出来るのではなかろうか。ただそ

の中にあっても自己の立場として譲ること

の出来ない一線があるわけで,「安易な順

応 よりも信念と情熱の方が大事であり,量

よりも質のほうが望まし」い事を確信し,

また 「専門家としての生命をかけて正義の

ためにりっぱな仕事を成 し遂げようとする

英国人の気質をもたず,自 分たちの 「存在

証明」は依頼主の商品が売れることである

と無愛想に言ってはばからない多くのアメ

リカのインダストリアル ・デザイナー」に

対する批判ともなって表れるのであろう。

意見も中庸で常識的,刺 激的なところが

少ないのも英国的と言えなくもない。いわ

ば青年期を過ぎた大人の落ちついた口調で

語るモノローグといった印象である。だが

日本ではまだ上のような悪い意味でのアメ

リカ的IDデ ザイナーも少な くないことを

考えると,日 本のデザイナーにも是非読ん

でもらいたい気がする。

なお翻訳は,既 に何冊もの英国のデザイ

ンに関する翻訳を手掛けている意匠学会会

員の中山修一氏の手になるが,や やこしい

英国流の言い回しも読みやすいものとなっ

ている。
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